
　

２
０
１
５
年
に
普
通
科
総
合
選
択
制
か
ら
普

通
科
専
門
コ
ー
ス
設
置
校
と
な
っ
た
日
根
野
高

校
。
従
来
の
コ
ー
ス
に
加
え
て
国
公
立
・
難
関
私

大
を
目
指
す「
ア
ド
バ
ン
ス
ト
人
文
・
社
会
」、専

門
性
の
高
い
進
学
を
目
指
す「
子
ど
も
み
ら
い
」、

「
看
護
メ
デ
ィ
カ
ル
」の
３
コ
ー
ス
を
新
設
し
、地

元
の
保
育
施
設
や
病
院
で
の
現
場
実
習
や
、専

門
職
に
よ
る
授
業
を
行
う
な
ど
、大
阪
府
初
の

地
域
連
携
教
育
を
実
施
し
て
き
た
。
同
時
に
力

を
入
れ
て
き
た
の
が
、キ
ャ
リ
ア
教
育
だ
。

 

「
進
路
多
様
の
中
堅
公
立
高
校
な
の
で
、真
面

目
で
な
か
な
か
夢
や
目
標
が
見
つ
け
ら
れ
な
い

生
徒
が
多
い
。
と
も
す
る
と『
自
分
は
こ
ん
な
も

ん
』と
言
い
が
ち
な
生
徒
に
、が
ん
ば
れ
ば
自
己

実
現
で
き
る
こ
と
を
ど
う
指
導
す
る
か
は
、長

年
の
課
題
で
し
た
。
そ
こ
で
、〝
自
ら
の
進
路
を

自
ら
の
力
で
発
見
し
、決
定
す
る
力
を
身
に
付

け
る
〞こ
と
を
目
的
に
２
０
１
６
年
か
ら
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
の
が
、独
自
の〝
ひ
ね
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
〞

で
す
」と
進
路
指
導
部
の
野
中
博
志
先
生
。

  

そ
の
独
自
性
と
は
、進
路
指
導
部
が
３
年
間

通
し
た
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立
て
、生
徒
へ
の
進

路
意
識
調
査
を
毎
月
行
う
こ
と
で
進
路
に
対

す
る
意
識
付
け
を
し
て
い
く
点
に
あ
る
。

 

「
進
路
意
識
調
査
は
１
年
生
の
4
月
か
ら
３
年

生
の
1
月
ま
で
、毎
月
行
い
ま
す
。周
囲
に
感
化

さ
れ
る
生
徒
の
性
質
も
利
用
し
、考
え
る
機
会

を
毎
月
作
る
こ
と
で
学
校
全
体
の
進
路
意
識

を
上
げ
た
い
か
ら
で
す
。以
前
は
３
年
次
で
の
進

路
未
定
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
す
が
、毎
月

考
え
る
こ
と
で
、早
い
段
階
で『
自
分
で
決
め
た
』

と
言
え
る
生
徒
が
増
え
て
き
た
。
こ
れ
は
本
当

に
嬉
し
い
で
す
」と
中
村
愛
美
先
生
。

　

ま
た
、毎
月
の
意
識
調
査
に
加
え
、外
部
の
ツ

ー
ル
と
進
路
指
導
部
作
成
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を

う
ま
く
組
み
合
わ
せ
て
活
用
し
て
い
る
の
も
、同

校
の
大
き
な
特
徴
だ
。

 
「
1
年
で
は
、ス
タ
デ
ィ
サ
プ
リ
の『
適
性
診
断
』

と『
未
来
事
典
』、『
仕
事
・
学
問
B
O
O
K
』を

材
料
に
、気
に
な
る
仕
事
と
学
問
を
選
び
、調

べ
ま
す
。２
年
で
は『
学
校
＆
学
部
研
究

B
O
O
K
』を
使
い
、進
路
を
具
体
的
に
考
え

ま
す
。
生
徒
た
ち
の
悩
み
も
深
く
な
り
ま
す
が
、

そ
ん
な
と
き
は
1
年
か
ら
積
み
重
ね
て
き
た
進

路
意
識
調
査
や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
見
直
し
が
力

に
な
り
ま
す
。
悩
み
、考
え
、乗
り
越
え
て
き
た
道

が
自
信
に
な
る
か
ら
で
す
」と
赤
井
佑
子
先
生
。

　

３
年
次
は
進
路
希
望
別
の
個
別
指
導
が
中

心
。「
生
徒
た
ち
は
も
う
迷
い
た
く
な
い
時
期
で

す
が
、知
ら
な
く
て
損
を
し
た
と
い
う
こ
と
が
な

い
よ
う
に
情
報
発
信
を
し
、進
路
が
決
定
し
た

生
徒
に
は
入
学
後
の
目
標
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
て
、

夢
の
実
現
に
向
け
た
努
力
を
継
続
さ
せ
る
こ
と

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
」と
、現
在
３
年
生
を
担

当
し
て
い
る
堺 

花
野
先
生
。

　

進
路
指
導
に
は
毎
年
新
し
い
発
見
が
あ
り
、

反
省
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
加
え
、１
年
ご
と
に
進

化
を
さ
せ
て
き
た〝
ひ
ね
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
〞で
、専
門

コ
ー
ス
選
択
生
の
進
学
実
績
が
着
実
に
ア
ッ
プ
し

た
と
い
う
。
進
路
検
討
を
習
慣
化
さ
せ
た
こ
と

で
、生
徒
の
意
識
を
変
え
た
好
事
例
で
あ
る
。

夢
や
目
標
が
見
つ
け
ら
れ
な
い

生
徒
に
、ど
う
す
れ
ば

進
路
の
意
識
付
け
が
で
き
る
か

課題

毎
月
の
進
路
意
識
調
査
×

考
え
る
材
料
で
、常
に
進
路
を

意
識
す
る
習
慣
付
け
を

活用

 キャリア教育　  自己理解　  進路選択【活用キーワード】

創立1987年／普通科／生徒
数756人（男子272人、女子
484人）／進路状況（2018年
３月実績）：大学進学113人、短
大進学29人、専門学校進学
70人、就職11人、その他16人

取材・文／丸山佳子

毎月の進路意識調査で進路検討を習慣化。
自ら選び、決定する力を身に付ける

日根野高校（大阪・府立）

リクルートサービスを活用した実践事例【進路】

校長
岸野圭吾先生（後列左）
進路指導部首席総合学習コーディネーター
野中博志先生（後列右）
進路指導部　1年担当
中村愛美先生（前列左）
進路指導部　３年担当
堺 花野先生（前列中央）
進路指導部　２年担当
赤井佑子先生（前列右）

スタディサプリ＆
オリジナル教材活用法

４月から、総合学習で毎月行う「進路意識調査」
のワークシート。①には将来の夢や就きたい仕事
を、②の卒業後の進路希望欄には具体的な学
校名と学部を書く。③夢を実現するために行って
いる平日、休日の自宅学習時間を書く。①～③は
毎回共通。④には、アンケートや「夏休みの進路
実現に向けた取り組み」など、毎回異なる内容が。

スタディサプリの『適性診
断』の結果も参考に、興
味をもった「仕事」や「学
問」について『未来事典』
と『仕事・学問BOOK』を
使って、調べ、まとめていく
ワークシート。裏面には、
「その仕事と自分の未来
について」と「未来に向け
ての自分のアクション」を
書き込むスペースがある。

●1年次

４月からスタディサプリの『学
校＆学部研究BOOK』を使っ
て進路指導。オリジナルの
「学校詳細比較ワークシート」
や「分野研究ワークシート」な
ども活用。

●２年次

志望校調べや入試
科目調べなど、受験
の計画が簡単にで
きるように生徒に渡
しているプリント。

●３年次

スタディサプリのオープンキャンパス
アプリ。予約までできるので生徒から
好評という。

オリジナルのワークシート
集。生徒全員のワークシー
トも、個別にファイルされ
ている。「この膨大なデー
タをよりよい進路指導に
活かしたい」と岸野校長。

1 3

2
4

622018 DEC. Vol.425


